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２００８年通期決算（連結）　ハイライト

　売上高 ３，９１１百万円 （前年比 ２．０％増）

　光部品：上期は順調　１２月以降は特に北米向け急減速

　光測定器：主にＯＣＴ関連が寄与し売上増（前年比 ４０．１％増）

１２月以降急減速ながら増収を維持

　海底向け偏波スクランブラー出荷

　100G/コヒーレント通信用光部品開発

　　 LCOS基礎研究

　OCT製品の産業用展開

次世代新製品開発及び新事業分野の開拓

　営業益１６３百万円（前年比▲63.8％） 経常益７５百万円（前年比▲78.5％）

　当期純損失１０８百万円

投資有価証券評価損　米国子会社の繰延税金資産取崩し

減益ながら営業・経常は黒字確保　特損で最終赤字

OCT　Optical Coherence Tomography

LCOS　Liquid crystal on silicon

光の性質を利用して、物体の断層画像を生
成する技術。無害であることや、X線よりも

詳細な情報を取得できる特長がある。

リアプロジェクションTVなどに使われる技術

で、シリコンチップの表面に直接液晶を載せ
るという特長をもつ。
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２００８年　通期実績　（連結）

（単位　百万円）

光部品減速するも　光部品減速するも　売上高売上高2.02.0％増％増

▲72.4%▲427▲63.8%▲ 287163590450営業利益

▲119.6%

▲86.7%

▲17.7%

▲658

▲490

▲839

当初予想

差異

550

565

4,750

08年
当初予想

▲138.7
%▲ 388▲108280純 利 益

▲ 78.5
%▲ 27775353経常利益

+2.0
%+773,9113,833売 上 高

前年度比
0088年年
通期通期

07年

通期

概　況

当初予想を下回る

12月以降光部品急減速

営業益・経常益　減少

円高で利益押し下げ

経費・労務費圧縮で対応

最終赤字

ＯＣＴが下支え

投資有価証券評価損
83百万円

USA繰延税金資産取崩し
89百万円

為替差損　97百万円
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２００８年　総資産および純資産の状況（連結）

（単位　百万円）

589.32円

89.2%

7,036

7,951

07年
期末

566.36円

90.6%

6,774

7,612

08年

期末

▲22.96
円

-

▲261

▲339

前年度末比

▲3.90%

+1.4 

(%)

▲3.7%

▲4.3%

株主資本比率（％）

一株当たり純資産
（ 円 ）

純 資 産

総 資 産

概　況

総資産　減少

投資有価証券評価損 ▲83

純資産　減少

流動資産減少　▲116
（売掛金減など　▲377）

利益剰余金の減少　▲203
（配当金支払　▲95

当期純損失　▲108）

為替換算勘定減少　▲58

繰延税金資産取崩し▲89
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業績の推移（四半期・連結）

円高で売上・利益に逆風円高で売上・利益に逆風

631

886

1,074

1,242

1,074 1,086

937
813

▲ 63

36
134

246
152

58

▲ 123
▲ 12

63

▲ 277

▲ 39
▲ 68

9
130 144

208

-400

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

売上高 経常利益 純利益
（単位　百万円）

08年

２Ｑ

40.6
37.7

29.4

37.4

41.442.0
47.443.3

粗利益率（％）

07年

２Ｑ

07年

３Ｑ

07年

４Ｑ
07年

１Ｑ

08年

１Ｑ

08年

３Ｑ

08年

４Ｑ
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当期純利益減少の要因分析　（連結）

280

▲108

07年

純利益

粗利
▲160

販管費
増加

▲126

営業外収益
営業外費用

+9

特別利益
特別損失

▲29

税金等
支払増
▲81

（単位　百万円）

08年3Q
純利益

売上増も、為替差損等で流出売上増も、為替差損等で流出

208

売上増
+77

原価増
▲238

不動産賃貸料 　　+29
為替差損　　　　　▲23
その他　　　 　　　　+3

０

08年

純損失

繰延税金資産　▲89
支払法人税等 +8

前年度比
純利益減

388

たな卸資産評価損等 +55
有価証券評価損 　　▲83

その他　　　　　　 ▲1

人件費 　　　　　▲34
監査報酬等　　 ▲31
研究開発費　　▲57
その他　　　　　　▲4

為替の影響　　　▲99

喪失利益　　▲125
材料費低下　　+26

在庫評価損等　　　▲96
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キャッシュ・フロー　（連結）

▲280

82

216 303

-300

-150

0

150

300

450

０５年 ０６年 ０７年 ０８年

期末残高増減額の推移

営業期首残高 期末残高投資 財務 換算差額

(単位　百万円）

831
913

1,129

1,432

0

500

1,000

1,500

05年 06年 07年 08年

期末残高の推移 (単位　百万円）

1,129

1,432

定期預金払戻 +100
固定資産取得　 ▲113
その他　　　　　　▲30　

配当金支払　▲94
その他　　　　　+3

税引前純利益 ▲13
為替差損　 　　　+117
有価証券評価損+83
売上債権減　 　+358
その他　　　 　　+69

▲43 ▲91 +303

（単位　百万円）

▲175

+268 +50 ▲2 ▲10007年 +216

+614

為替等　　　　▲175
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事業別売上高　（連結）

合計

うち
ソフトウェア

その他

光測定器

光部品

+2.0%

+8.8%

+9.3%

+40.1%

▲7.2%

－

5.8%

5.9%

17.4%

76.7%

－

6.2%

6.3%

23.9%

69.8%

+773,9113,833

223

224

667

2,942

242

245

935

2,730

+19

+20

+267

▲211

構成比構成比 構成比構成比 前年度比
0808年年

通期通期

0707年年
通期通期

（単位　百万円）

光部品減速　光測定器ＯＣＴ始動光部品減速　光測定器ＯＣＴ始動

概　況

光部品　好調

上期：中長距離向成長

下期：景気警戒感で減速

OCT光源OEM供与開始

ASPで積み上げ

光部品　好調光部品　好調

光測定器　微減

光部品　好調

光測定器　微減

ソフトウェアまずまず

光部品　急減速

光測定器　成長

更なる拡販を目指す

新規商材注入へ
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地域別売上高　（連結）

北米北米 欧州が減少欧州が減少

日本
北米

ヨーロッパ

中国/アジア

グラフ凡例

（単位　百万円）

2,388
2,722

888

801

500
312

58 76

07年 08年

3,911
3,833

20.5%20.5%

8.0%8.0%

1.1.9%9%

69.6%69.6%62.362.3%%

23.2%23.2%

13.0%13.0%

1.5%1.5%

+14.0+14.0%%

▲▲37.637.6%%

▲▲9.79.7%%

++31.631.6%%

販売拠点別
Bill to:

概　況

2,374
2,695

471

415
483

313

488506

07年 08年

10.610.6

8.0%8.0%

12.5%12.5%

68.9%68.9%61.9%61.9%

12.3%12.3%

13.2%13.2%

12.3%12.3%

++13.5%13.5%

▲▲11.8%11.8%

▲▲3.5%3.5%

仕向地別
Ship to:

光産業 生産拠点を中国へ

アジア販売増加

域内投資には期待あり

北米１割減

ＯＣＴ出荷が押上げ

日本増加

ポンド大幅安が影響

イタリア駐在員事務所設置

ヨーロッパ大幅減

▲▲35.335.3%%

3,833
3,911
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306

556

174

198

134

115

54

66

07年 08年

拠点別売上高（拠点/事業別・連結）

日本はＯＣＴ分で押し上げ日本はＯＣＴ分で押し上げ

概　況

グラフ凡例

（単位　百万円）日本
北米

ヨーロッパ

中国

上期に成長　下期減速

ヨーロッパ為替で大幅減

可変フィルタ新製品好調

光部品

光測定器

日本ＯＣＴ光源で伸びる

1,858 1,922

718 603

362
197

4

9

07年 08年

2,730

+3.5+3.5%%

▲▲45.645.6%%

+121.3%+121.3%

光部品

++81.6%81.6%

+14.2%+14.2%

++22.9%22.9%

光測定器

▲▲16.116.1%%

▲▲14.2%14.2%

2,942

667

935
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減価償却・リースと投資の推移

462

195

277

208

178
141

89 88

52

46

135 102 79 103 90

102

41
37

34 31 28

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

凡例 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年

原価

営業外

販管費

（単体/単位　百万円）

793

451

355
280

的を絞った効果的投資を実施的を絞った効果的投資を実施

202 223

減価償却費+リース料の推移

42 47
60

150

17
19 2

17

68
76

133

62

150

50

100

150

200

250

300

07年 08年 09年（予） 10年（予）

その他

開発用機械等

量産用製造設備投資

今後の設備投資計画 （単体/単位　百万円）

220

ERPシステム

５０

2百万円開発用機械装置等

60百万円量産用製造設備等

０９年度　主な設備投資の計画（単体）

284 258 220 217
305

363
251

100

200

300

400

500

03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年（予）

研究開発費（人件費含む）の推移

（連結/単位　百万円）
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２００９年通期予想　（連結）

▲135

▲132

▲102

1,241

09年
２Ｑ予想

▲49.7%▲8182163営業利益

+115.7%+12517▲108純 利 益

▲70.7%▲532275経常利益

▲24.8％▲9712,9403,911売 上 高

08年度比 （通期）
09年

通期予想
08年
通期

厳しい環境下でも、黒字を目指す厳しい環境下でも、黒字を目指す

（単位　百万円）
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市場動向と
当社の事業戦略
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光通信市場のゾーン別状況

海底ケーブル向け設備投資は淡々と

急減速は発生せず

地域差大きい。北米・欧州では減速

アクセスの通信量増加に押し上げられる

日本がFTTHをリード

日本では急減速はない模様

次の技術の導入にも意欲

Long Haul

Metro

Access

長距離通信

中距離・都市間通信

局舎＝加入者間通信
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光通信市場　通信量増加傾向継続

(出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの推移」　より当社作成）

988.4

879.6

812.9

721.7

623.6

523.6

469.1
424.5

319.7

0

200

400

600

800

1,000

1,200

04年11月 05年11月 06年11月 07年11月 08年11月

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

05年3月末 06年6月末 07年6月末 08年6月末

単位　万

FTTH その他

ブロードバンド加入者数（日本）

１日あたりのダウンロードトラフィック総量　（日本）

FTTH契約
08年12月 48％

ついにFTTHがDSLを逆転
シェア50％に迫る

年成長

+21.6%

G bps
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光通信　新時代技術のインフラを担う

Smart Grid

SaaS

Cloud Computing
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当社の属する市場

光技術を軸として活躍の場を広げる光技術を軸として活躍の場を広げる

80.7%

13.0%
6.3%

72.2%

21.4%

6.4%

０７年度 ０８年度

当社の売上における応用分野の割合変化

光通信光通信

光光計測計測

情報処理情報処理

光通信光通信

光光計測計測

情報処理情報処理
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光計測応用　 新用途開花へ

ＯＣＴ応用はこれからＯＣＴ応用はこれから

医療診断

歯科

工業用

ＯＣＴ　Optical Coherence Tomography

光の性質を利用して、物体の
断層画像を取得するもの。
近赤外線を利用するため、非
破壊・非侵襲であることや、X
線よりも詳細な情報を取得で
きるのが特長。
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最近の主なＴｏｐｉｃ

　イタリア ミラノ市に駐在
員事務所を設立しました。

　

　ミラノ近郊には、複数の当
社顧客が拠点を有しているこ
とから、営業戦略上の要所と
なっています。

　欧州における市場調査を中
心に活動を展開します。

イタリア駐在員事務所を設立

　

　

OCT用光源装置 注目あつめる

　当社のOCTシステムは、光の
干渉等の性質を利用して物質の
断面画像を「リアルタイム」
「非破壊」「非接触」「無害」
に生成することができます。
　医療用のほか、工業用途など
でも展開を目指します。

　当社の「偏波スクランブラー」
製品を、国内の海底ケーブル通信
を扱う主要３社すべてに納品しま
した。
　偏波スクランブラーは、超長距
離通信において安定した結果を導
き出す重要な部品です。当社の製
品は、処理能力が世界最速との評
価をいただいております。

偏波スクランブラーを拡販

LCOS技術を導入

　当社はこのたび、LCOS技術
を導入いたしました。

　LCOS技術は特殊な液晶技術
であり、当社の光部品には勿
論のこと、様々な製品への応
用が期待されています。
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売上高(Net Revenue)

営業利益（Operating income）

粗利率 % (Gross Profit / Net Revenue)

50
47

-13-16

17.3% 23.2%

-30
-20
-10

0
10
20
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40
50
60
70
80

11

8

1.0
0.6

31.6% 31.1%

0
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12

937

813

-64

1

37.4%

29.4%

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

ベンチマーク　四半期業績の推移比較

※各社開示資料から弊社作成。
※各社とも決算期が異なりますが、便宜上当社グループの決算期にそろえて色分けしています。

santecsantec

１２月以降　売上減少傾向１２月以降　売上減少傾向

AFOPAFOP

単位　百万ドル

単位　百万円

1Q1Q 2Q 3Q 4Q

07年 08年

2Q

07年4月～08年3月

3Q 4Q

JDS UniphaseJDS Uniphase

08年4月～09年3月

凡例

OclaroOclaro（（BookhamBookham）） OplinkOplink

38 31

1

-11

22.7%

28.1%

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

281
357

-104

-721

38.3%
36.3%

-800

-600

-400

-200

0

200

400
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のれん
▲692含む
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２００９年度

全社基本方針と経営目標



SANTEC CORPORATION
22

２００９年度　全社基本方針と経営目標

経営目標

１．新製品、新規事業、新技術の立上げ１．１．新製品、新規事業、新技術の立上げ

２．ＢＵ制導入による事業スピード、経営効率向上２．２．ＢＵ制導入による事業スピード、経営効率向上

３．徹底した原価低減推進と粗利益の確保３．３．徹底した原価低減推進と粗利益の確保

４．経費、労務費の徹底削減と損益管理強化４．４．経費、労務費の徹底削減と損益管理強化

基本方針

徹底した経営効率向上と新事業の創設
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重点課題

新製品、新規事業、新技術の立上げ

LCOS 技術を獲得

光部品へ幅広く応用

部品以外にも適用新技術

次世代光部品の創造

OCT活躍の場を拡大

ラボ製品の充実

ソリューション事業

新商材導入

新規事業

新製品

厳しい環境を勝ち残り、次なる発展へ



SANTEC CORPORATION
24

重点課題

ビジネスユニット制の導入

光部品 光測定器 ＯＣＴ

顧　　客

生産技術

生産

開発

製品企画

生産技術

生産

開発

製品企画

生産技術

生産

開発

製品企画

製品企画

営業

営業

ソリューション

製品企画から生産まで一体の組織で顧客サポートを充実

海外
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重点課題

徹底した原価低減推進と粗利益の確保

マルチベンダー化促進

原価分析と改善実行

調達先吟味

調達見直し

設計変更で効率向上

徹底した原価管理

顧客密着で情報確保

提案型営業で高利益

研究用途受注 強化

研究機関への営業強化

既存製品改良

利益確保
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重点課題

経費、労務費の徹底削減と損益管理強化

外部技術の獲得

意欲的な内製化実施

外注コストの削減

提案力も大幅向上
スキル向上で内製化

必要な投資は実施

研究費を外部から獲得

コラボレーション

受託研究

作業効率と実働率管理

多能工化促進
生産現場を知悉した技術者

現場から生まれる改良

意思疎通の円滑化

効果的な研究開発

人員配置の適正化
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ネットワーク時代の光技術先駆者になる

The Photonics Pioneer of Networking

本資料に関するお問合せ先本資料に関するお問合せ先

〒485-0802
愛知県小牧市大草年上坂5823
フォトニクスバレー　大草キャンパス

ｓａｎｔｅｃ株式会社
ＩＲグループ長　水島 大介

電話　0568-79-3535（代表）　
URL: http://www.santec-net.co.jp/

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点において
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果はこれらの見通しと異なる可能
性がありますことをご了承ください。


